
2026 年 4月 1日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

場所：トライアングル作業室

日時：R8.3.13　15:00～16:00

概要：面接指導
利用

者

＜目的＞

障がい者雇用において、企業の求める

レベルを企業視点から学ぶ

＜成果＞

配慮事項を言語化することが大切であることを

理解できた

障害者雇用において、配慮事項が曖昧であると企業は対応に難儀して採用を躊躇します。

自己理解と配慮事項の言語化ができている方は面接で非常に有利です。

連携先企業（担当者） vintage合同会社　 松本

利用者からの意見・評価

・企業に求めるばかりでなく、配慮事項をわかりやすく説明することが大切だとわかった。

・配慮ありませんというのは逆に企業は困ると知って目から鱗だった。

・今回の内容をうけて、次の面接に活かしたいと感じた。

電話番号 075-644-4123/070-3272-4349 対象年度 令和7年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先の企業や事業所等の意見または評価

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 トライアングル/トライアングル竹田 事業所番号 2610982718/2610983450

住　所 京都市伏見区深草飯食町840セントラルプラザ1F 管理者名 扇谷　伸秀/中路　佐知子


